
 6 ～ 7 月  支部づくり・
　班づくり・班会開催月間

 ５０１人で
「第６回グラウンドゴルフ大会」
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特
別
賞
（
最
高
齢
者
）

星
野
寅
雄
（
88
歳
・
利
南
）

星
野
フ
サ
（
90
歳
・
利
南
）

の
「
骨
盤
の
ゆ
が
み
を
正
す
体

操
」
で
気
持
ち
よ
く
身
体
を
動
か

し
た
あ
と
、
お
茶
会
で
交
流
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

独
居
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い

る
な
か
で
は
、
気
軽
に
集
ま
り
お

し
ゃ
べ
り
や
お
茶
飲
み
、
食
事
会

な
ど
交
流
の
場
も
班
会
に
な
り
ま

す
。
支
え
あ
い
・
見
守
り
の
場
と
し

て
元
気
を
確
認
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
た
ま
り
場
と
な
る
生
協

本
部
・
各
事
業
所
併
設
の
組
合
員

ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
「
趣
味
の
集

ま
り
」
で
は
、
体
操
・
手

芸
・
絵
手
紙
・
俳
句
会
・
ヨ
ガ
・

太
極
拳
な
ど
多
彩
な
内
容
で

の
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

3
人
集
ま
れ
ば
班
会
、
ご

相
談
は
組
織
部
（
☎
22
‐
２

３
０
０
）
ま
で
。

３
人
集
ま
れ
ば
班
会

　

全
国
の
医
療
福
祉
生
協
で
は
、
毎
年
６
〜
７
月
を
「
支
部
づ
く
り
・
班
づ
く

り
・
班
会
開
催
月
間
」
と
し
て
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

利
根
保
健
生
協
で
は
、
新
病
院
建
設
と
い
う
大
事
業
に
と
り
く
む
な
か
今
年
度

の
目
標
の
ひ
と
つ
に
、
大
き
な
支
部
で
は
分
割
を
視
野
に
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
の

組
合
員
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る
支
部
づ
く
り
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

平
均
約
３
０
人
、
湯
原
～
利
根
歯

科
・
病
院
の
「
水
上
コ
ー
ス
」
は

一
日
に
５
～
６
人
。
月
曜
か
ら

金
曜
の
運
行
で
あ
る
。
４
月
22

日
（
火
）
は
個
別
54
人
＋
コ
ー
ス

11
人
＝
計
65
人
で
記
録
を
更
新
中

▼
独
居
高
齢
者
、
家
族
送
迎
の
都

合
の
つ
か
な
い
方
の
利
用
が
多

い
。「
子
ど
も
が
渋
川
に
引
っ
越

し
通
院
で
き
な
い
か
と
思
っ
て

い
た
が
、
通
院
支
援
の
お
か
げ

で
、
通
院
が
で
き
る
」「
朝
は
バ

ス
が
な
い
の
で
」「
電
車
の
時
間

を
気
に
し
な
い
で
済
む
」「
運
転
し

て
い
た
が
心
配
に
な
っ
て
き
た
」

「
タ
ク
シ
ー
で
月
２
回
の
受
診
に

八
千
円
位
か
か
る
」「
バ
ス
は
ス
テ

ッ
プ
が
高
く
て
乗
れ
な
い
」
等
、

利
用
者
か
ら
の
「
本
当
に
助
か

る
」「
組
合
員
で
よ
か
っ
た
」
の

言
葉
は
わ
た
し
た
ち
職
員
の
励
み

に
な
っ
て
い
る
▼
利
用
者
に
よ
る

２
０
１
３
年
度
１
年
間
の
出
資
件

数
は
６
５
２
件
で
金
額
は
９
５
１

万
円
を
超
え
た
。
新
病
院
建
設
成

功
に
向
け
、
さ
ら
に
増
資
を
お
願

い
し
た
い
▼
今
ま
で
対
応
で
き

な
か
っ
た
車
椅
子
の
ま
ま
の
送

迎
（
福
祉
有
償
運
送
＝
有
料
介
護

タ
ク
シ
ー
）
を
今
年
度
は
開
始
す

る
。
た
だ
し
事
前
予
約
で
一
定
の

負
担
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
新

病
院
へ
の
利
根
保
健
生
協
に
よ
る

独
自
の
通
院
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
検

討
も
進
め
て
い
る
▼
今
後
も
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
利
用
し
易
い
通

院
支
援
に
な
る
か
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。
と
く
に
新
病
院
へ
の
通

院
支
援
の
あ
り
方
に
対
し
て
支
部

会
議
や
班
会
で
も
話
題
に
し
て
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。（
関
）

　
「
組
合
員
通
院
支
援
」

は
申
込
者
が
１
０
０
０

人
を
超
え
た
。
４
月
の

利
用
は
「
個
別
」
１
日

一人は万人のために 万人は一人のために

利根保健生協は今年で60周年！　1954年設立当初は組合員100世帯、10周年時8,043世帯、50周年時25,802世帯、60周年時27,830世帯
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群
馬
県
と

「
見
守
り
協
定
」

　
　
　
締 

結

　

当
生
協
は
、
機
関
紙
「
利

根
の
保
健
」
配
布
時
の
声
か

け
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
27
日
、
群
馬
県
と

「
消
費
者
被
害
防
止
に
関
す

る
見
守
り
協
定
」
を
む
す
び

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
消
費
者
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
の
お
知
ら
せ

や
、
消
費
者
被
害
と
思
わ
れ

る
場
合
に
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
す
る
な
ど
に
も

と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。

　

5
月
9
日
、
み
な
か
み
町
ホ

ッ
ケ
ー
場
で
「
第
6
回
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
５
０
１

人
の
参
加
で
開
催
。
最
後
の
プ

レ
ー
中
は
、
雨
・
突
風
に
あ
い

な
が
ら
も
続
行
と
い
う
頑
張
り

で
し
た
。
休
憩
時
間
を
利
用
し

た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
は
延
べ

１
６
０
人
。
特
設
窓
口
で
は
組

合
員
加
入
や
増
資
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
利
南
支
部
が
出
店
の

う
ど
ん
・
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
も

大
好
評
で
し
た
。

を
」
と
提
起
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
21
支
部
の
な
か
で
組
合

員
が
１
、０
０
０
世
帯
を
超
え
る

支
部
が
9
支
部
あ
り
ま
す
。
な
か

で
も
一
番
大
所
帯
の
新
治
支
部
で

は
、
分
割
の
実
現
に
向
け
て
検
討

が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
７
月
の
竣
工
に
向
け
て
新

病
院
建
設
は
順
調
に
す
す
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
月
間
で
、
組
合
員
の
み
な

さ
ん
に
現
病
院
と
新
病
院
の
「
地

域
で
の
役
割
」
を
丁
寧
に
お
伝
え

す
る
こ
と
。
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
事
に
し
て
、
増
資
協
力
を
ひ

ろ
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
「
地

域
訪
問
」
に
と
り
く
ん
で
い
き
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
福
祉
生
協
連
の
「
1

支
部
あ
た
り
の
組
合
員
を

１
、０
０
０
世
帯
以
下
に
し

よ
う
」
の
方
針
を
う
け
、
利

根
保
健
生
協
で
は
5
カ
年
計

画
（
２
０
１
３
～
２
０
１
７

年
）
の
中
で
、「
組
合
員
の

顔
が
見
え
る
支
部
活
動
へ
転

換
を
め
ざ
し
、
支
部
分
割

　

月
間
で
の
班
会
開
催
は
２
０
０

回
以
上
、
各
支
部
10
班
以
上
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
人

が
集
ま
ら
な
い
と
お
悩
み
の
方
は
、

い
く
つ
か
の
班
が
集
ま
り
開
く

「
合
同
班
会
」
が
お
す
す
め
で
す
。

水
上
支
部
の
藤
原
地
区
で
は
「
ご

近
所
さ
ん
と
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
よ
う
」
と
の
呼
び
か
け
で
合

同
班
会
が
始
ま
り
、
理
学
療
法
士

者
広
域
搬
送
支

援
活
動
等
を
お

こ
な
い
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

引
き
続
き
、

カ
ン
パ
活
動
等

の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の

で
、
組
合
員
み

な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
に
対
す
る

「
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
」
の
伝
達
式
が
、
5
月
1

日
群
馬
県
庁
で
行
わ
れ
利
根
中
央
病
院
と
し
て
受
領

し
ま
し
た
。

　

本
状
は
、当
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
）

が
、震
災
当
時
の
宮
城
県
で
の
病
院
支
援
活
動
、南
三

陸
町
で
の
医
療
救
護
活
動
、南
相
馬
市
か
ら
の
入
院
患

3.11震災支援活動に
　  「厚生労働大臣感謝状」利根中央病院

創立60周年
記念

1,190人から
2,643坪（10,572万円）

一坪増資運動
（2014年５月22日現在）

藤
原  

明
川
・
分
譲
地
合
同
１
・
２



　財務の状況は、総資産が 77 億 188 万円となり、建設資金調達などにより、
前年より約９億円増加しました。また、出資金は過去最高の純増 8,760 万
円となり 13 億 7,696 万円となりました。
　事業所別事業収益では、とね訪問看護ステーション、老人保健施設とね、
とね診療所、片品居宅介護支援事業所、生協みなかみ歯科が前年を超えました。
　とりわけ、とね診療所は、診療単位増により患者数が前年比 174％と大
幅に増加しました。
　利用者数は、とね訪問看護ステーション、老人保健施設とね、とねホー
ムヘルパーステーション、とね診療所、片品居宅介護支援事業所で前年を

超えましたが、歯科は医師体制の影響で前年を下回りました。病院は年間
8,589 件の時間外患者を受け入れましたが、入院、外来患者数とも前年を
下回りました。一方、健診は利用結集により前年比 168％と増加しました。
　損益の状況では、事業収益 69 億 1,868 円、税引後当期損失金 1 億 1,959
万円となり、事業収益は前年度の 70 億円を下回りました。医療・介護の
質を高め、かかりやすさの追求と、全職員参加型の経営をすすめましたが、
十分な結果には至りませんでした。

　2014 年度の事業収益は 73 億 8,348 万円とし、新病院に向けた黒字確
保と、４人の医師確保、出資金 2 億 5,000 万円目標をやりあげ、経営基盤
の強化をはかります。また、「地域包括ケア」に向けた事業と運動、地域連
携を強め、安心して住み続けられるまちづくりをすすめます。

経　営　活　動

平和・社会保障活動

①原水禁世界大会や国民平和大行進など幅広くとりくみました。
②利根沼田社保協と協力したとりくみでは、国保や介護問題などで５市町

村と懇談し、２日間でのべ 97 人が参加しました。
③無料低額診療事業が開始され、｢反貧困ネット｣ のなんでも相談会＆炊

き出しへの協力が強まりました。
④憲法・平和・TPP・原発・放射能問題・特定秘密保護法阻止などでは様々

な団体と協力し学習や運動にとりくみました。
⑤ ｢社保平和総合カンパ｣ ｢片品支部南相馬研修旅行｣、絵葉書販売など震

災支援活動にとりくみました。
⑥県高齢者運動連絡会幹事会に参加する体制づくりができ、他団体との協

力で日本高齢者大会に７人が参加し交流しました。
⑦医療福祉生協連がすすめる憲法学習会にとりくみました。

新年度は
①憲法を学び、活かす大運動

を発展させます。
②利根沼田社保協をはじめ

様々な団体と協力して、憲
法の平和的生存権を守り、
社会保障の充実を求める活
動のとりくみをすすめます。

③原水爆禁止世界大会や国民
平和大行進及び地域での平
和を守る活動に参加します。

④東日本大震災被災者支援活動に引き続きとりくみます。
⑤群馬県高齢者運動連絡会や日本高齢者大会に参加します。
⑥社保学校を再開します。さらに支部への発信づくりにつとめます。

保健組織活動

組合員活動
①他生協の先進的なとりくみ紹介や組合員と職員が学び合う企画を開催し、

組織活動全体を後押します。
②通信教育「いのちの章典」コースの受講目標を組合員 210 人とし、生協

学校の開催で「2020 年ビジョン」を実践する担い手を育てます。
③毎月支部運営委員会を開催し支部独自の活動をすすめ、「支部分割」と３

支部での「たまり場づくり」を追求します。
④子育て世代や親子の参加を重視した企画を通じて、「地域包括ケア」の土

台となる楽しくつながる「支え合いの“わ”」をひろげます。
⑤五カ年計画（2013 ～ 2017 年）に基づく目標の具体化として、組合員

ふやし 1,200 人、出資金ふやし 2 億 5,000 万円、班会開催 1,000 回（実
班会 550 回）、機関紙配布者ふやし 70 人とします。増資目標は、北医療
生協に学び、組合員の出資参加６割と一坪増資 4,500 坪の結合で超過達
成し、７億円増資にめどをつけます。

⑥支部活動と２億 5,000 万円の出資金ふやしを後押しするために、１支部
「１企画」への財政支援を行います。

⑦不明組合員調査を実施し、組合員台帳の整理をはかります。
健康づくり活動
①脳いきいき班会インストラク

ターと連携して地域での認知
症予防活動を促進します。

②健康チェックサポーターの学
習会を企画し地域での健康づ
くりの担い手を増やし、活躍
の場を広げます。

③世界禁煙デーにポスターコン
クールへの参加を呼びかけ、
禁煙の啓発を行い禁煙外来を
アピールします。

④「地域まるごと健康づくり」
として、病院ＨＰＨと共同の健診受診運動の啓発をはかり、班会での組
合員健診の受診を広めます。また健康チェック目標数 8,000 チェックを
めざします。

⑤健康習慣の重点課題のひとつとして「口の健康」を位置づけ、「お口の健
康週間」にとりくみます。

まちづくり活動
　全世代が安心して住み続けられるまちづくりを基本とします。新病院や
現病院跡地を含めたまちづくりを考えていきます。
① 2014 年３月には群馬県と消費者被害を防ぐ協定を締結しました。「利根

の保健」配布時の見守り活動をさらに発展させます。
②「たまり場づくり」をすすめ、活動交流をはかります。
③「高齢者にやさしいまちアンケート」を全支部に広げ、その結果に基づ

き老人会や自治体と懇談し、「地域安全マップ」づくりに役立てます。
④自治体や民生委員・児童委員など地域の「資源」を活用、連携してまち

づくりをすすめます。そのために支部で「資源」マップをつくります。
⑤放射線測定を数カ所で継続してとりくみます。
ボランティア活動
①ボランティア参加者の輪を広げ、つきよの虹ホールや片品診療所でも「利

根の保健」梱包活動ができるよう準備します。
②ボランティア学校を開催し、担い手を育成します。
③ボランティア登録制度を設け、日常業務や行事等に協力できる幅広いボ

ランティア体制を構築します。
④花壇整備、植栽などの新病院完成後を想定したボランティア活動にとり

くみます。

人材の確保と育成
①組合員と医師との接点づくりとなるとりくみとして、医療講演・懇談会

を継続開催します。
②研修医をはじめ医師の班会参加を具体化して、組合員との関わりを通じ

た医師の確保と養成をすすめます。
③医療介護職紹介カードなどを活用しながら広く組合員の力を借りて情報

を収集し、人材確保につながるとりくみをすすめます。
④とても好評な「ふるまい会」など医師の労をねぎらう企画を引き続き開

催し、忙しい業務から気分転換できる場を提供します。
⑤上部団体の企画等に参加し、活動交流や活動報告につとめます。

医療・介護・福祉活動

一人は万人のために 万人は一人のために

1982 年利根歯科診療所開設（診察台 7 台）⇒ 2003 年新築移転（25 台） 。1997 年片品診療所歯科開設（3 台）、2011 年生協みなかみ歯科開設（7 台）へ拡大。
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４月班会開催一覧
支部名 班　　名 班長 ・代表名 人数 班 会 内 容

沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 3 眼の病気・尿チェック
上原町 6-2 村田　定蔵 3 眼の病気・尿チェック
西原新町 11-1 得能　淑子 3 大腸がんチェック
東原新町 13-2 雲越　タカ 3 大腸がんチェック
材木町 1 小野　のぶ 5 お花見
材木町 11-3 小林永久子 5 眼の病気について
東原新町９ 染谷はるい 5 健康体操・筋トレ・あいうべ体操
東原新町５ 高橋　道子 5 健康体操・筋トレ・あいうべ体操

沼田西 薄根町 10-1 松永サチ子 10 唄って笑って 120 分
榛名町 8-2 金子　くら 6 お花見班会
榛名町 3 金子　恭子 4 お花見班会
榛名町 8-1 宮内はつえ 4 お花見班会

沼田南 鍛冶町 10 馬場半次郎 3 転倒予防の話・足指力チェック
鍛冶町 5 下　　ろく 3 転倒予防の話・足指力チェック

沼田北 いこい句会 永井　達郎 5 俳句会
利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 5 栄養課・生協本部の見学

下久屋原 星野サヨ子 3 骨粗鬆症のはなし
戸鹿野町１、２ 星野　早苗 4 うつ病について

薄　根 硯田町上 佐藤　生一 4 AED 講習・顔合わせ
硯田町下 金子　幸子 4 AED 講習・顔合わせ
白岩合同 田村　大吉 4 AED 講習・顔合わせ
井土上町合同 1 久枝　　允 4 脳いきいき班会
井土上町合同 2 知久ちょう 4 脳いきいき班会
井土上町合同 3 中村　ちよ 4 脳いきいき班会

川　田 ひだまりの家 岡野　行男 3 高血圧について
白　沢 尾合上 角田　梅子 7 ボケ・物忘れの話
利根北 高戸谷合同 加藤　眞喜 5 人間ドック結果の見方

元気に歩こう会 加藤　眞喜 4 春を感じて歩こう
元気に歩こう会 加藤　眞喜 4 １万歩を歩こう
穴原 1･2 中澤　貞祇 10 認知症予防・ころばん体操

利根南 タナテクテクヤング 三代　芳恵 7 健康チェック・体操
片　品 菅沼１ 戸丸　長太 4 ボケ予防の話と体操

菅沼２ 星野　　司 4 ボケ予防の話と体操

川　場 中野合同 宮田りえ子 7 尿漏れ予防体操
湯原太郎 田中　利明 8 笑いのはなし

月夜野東 後閑上入 佐藤　　興 4 体組成・尿チェック、体操
後閑下入 渋谷　典子 4 体組成・尿チェック、体操
政所合同 尾崎　雅子 5 脳いきいき班会
真庭合同 真庭　利治 5 脳いきいき班会
真庭合同 中村　秀夫 5 脳いきいき班会
下牧原の中 山田八重子 3 生活習慣と食生活の話
下牧原－２ 高橋　ミネ 3 生活習慣と食生活の話
虹の会 都丸　富子 7 絵手紙教室
虹の会 都丸　富子 7 絵手紙教室

月夜野西 月夜野橋下合同 岡田　完二 5 足指力チェック・体操
月夜野橋上合同 石田千恵子 4 足指力チェック・体操
月夜野町組 12-1 長濱　水郎 5 腰痛・膝痛について
月夜野町組 2-2 丸山　　功 4 腰痛・膝痛について

水　上 藤原明川・分譲地合同１ 大坪　義一 5 骨盤のゆがみを正す体操
藤原明川・分譲地合同２ 立岡　正信 4 骨盤のゆがみを正す体操

新　治 猿ヶ京合同 高橋よね子 11 肩こり体操
猿ヶ京合同 都丸　君子 10 肩こり体操
遊布 太田ヒサ子 6 手芸製作
須川１ 梅澤　貞子 3 体組成チェック
須川２ 木桧　芳子 3 体組成チェック
須川３ 山岸　克子 3 体組成チェック

昭和東 糸井中宿 須藤　澄子 3 お花見
糸井常木 -1 加藤久美子 3 お花見

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 10 健康体操
福寿草 岡嶋　禎子 7 ロコモ体操・ラジオ体操
福寿草 岡嶋　禎子 6 ロコモ体操・ラジオ体操
民謡踊りサークル 林　　マツ 4 民謡踊り
手芸くらぶ遊布 佐藤　郁子 7 手芸・裂織製作
手芸くらぶ遊布 佐藤　郁子 3 手芸・裂織製作

病棟・他 ふれあいの輪 西巻　定子 15 きよしのズンドコ・ラジオ体操
総　計 65回 330人

利 根 の 保 健

1954 年 4月利根中央診療所開設。⇒ 1962 年利根中央病院１期建設竣工（85 床）⇒ 1988 年には最大 340 床⇒現在 288 床、新病院建設へとつづく
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組合員活動
①全支部で支部総会を行い、新年度の活動計画を確認しました。沼田東、

月夜野東支部では毎月支部運営委員会が開催されました。
②魅力ある機関紙「利根の保健」づくりの一環として、2013 年６月号よ

り１面と４面をフルカラーに変更しました。
③たまり場を活用して、体操や絵手紙、パッチワーク、俳句など多彩な

とりくみが行われました。川田支部では、支部が自主運営するたまり
場「川田ひだまりの家」を開設しました。

④ COOP いわて主催の「ふれあいサロン」への震災支援を行いました。
組織活動四課題と特徴的活動
　組合員ふやしは目標 1,200 人に対し 1,136 人、班会開催は目標 1,100
回に対し 781 回、機関紙配布者ふやしでは目標 70 人に対し 19 人でし
た。年３回の月間を通じて、千人会議や正副支部長研修会、劇団銅鑼公演、
沼田東支部全戸訪問、「きらめき祭」と多彩なとりくみに多くの組合員と
職員がかかわり、「組合員でよかった集」を発行しました。しかし、出資
金ふやしでは、目標２億 5,000 万円に対し１億 1,750 万円、純増額 8,760
万円でした。
健康づくり活動
①健康チェックサポーターと

保健大学卒業生の交流会を
行いました。

②脳いきいき班会サポーター
養成講座を開催して、地域
での認知症予防活動がはじ
まっています。

③５・31 ＷＨＯ世界禁煙デー
のとりくみとして、病院・
片品診療所・利根歯科診
療所で禁煙パンフとティッ
シュの配布を行いました。
禁煙ポスター応募を利根沼
田、高山村の小・中学校に呼びかけ、薄根小学校３枚、片品中学校３
枚の応募がありました。

④グラウンドゴルフ大会やハイキング・ウォーキング企画を通じて楽し
く交流する中で健康増進をすすめました。

⑤うんち月間では年２回の大腸がんチェックを推進しました。
⑥健康チェックでは 8,135 回のチェックが実施されました。いきいきサ

ロンからの健康チェック依頼も増えています。
まちづくり活動
　第 37 回通常総代会を受けて、新たに「まちづくり委員会」が設置さ
れました。
①孤立化を防ぐとりくみは、「利根の保健」配布時の声かけ協力のお願い

を行いました。
②たまり場づくりは開設補助金規程が設定され、新たに「組合員ホールに

ぎわい」と「川田ひだまりの家」が開設されました。「川田ひだまりの家」
では自治体の制度も活用し運営しています。

③放射線測定はどんぐり保育園で継続したとりくみができました。
ボランティア活動
①ボランティアと各事業所利用

委員会の代表を含めたボラン
ティア委員会を 12 月に設置
しました。

②・梱包ボランティアは月１回、
約18人が集まり作業をおこ
ないました。

　・玄関ボランティアは月～土
までの毎日を２人１組で歩
行困難者や車椅子の介助等
をおこないました。

　・「利根の保健」ラベル貼りや生協ニュースの挟み込みには、毎月３人
が参加しました。

　・老健とねでは、沼田まつりや餅つきなどの行事ごとに声かけをして
学生サークルからも協力がありました。

【利根中央病院】
①利根中央病院の理念と方

針を再確認し、全職員で
実践します。

②新病院建設を成功させる
ため、「４人の医師確保と
2.5 億円増資」をやりきり
ます。

③新病院に向けて、患者中
心に全職員が一丸となっ
て、チームとして業務の
効率化を図り、安定した
経営基盤を構築します。

④総合病院として各科連携を強めるとともに、地域ニーズ、地域包括ケ
アに対応できる医療を提供します。

⑤苦情を宝に、患者様の立場で考え、職員の笑顔を患者様の元気に変え
ます。

【利根歯科診療所】
①生協みなかみ歯科、片品

診療所歯科とともに利根
保健生協の歯科医療全体
を考え、地域に貢献でき
るように歯科事業の検討
を行います。

②安心・安全・信頼の歯科
医療の追求を行い、納得、
満足いく歯科治療を行い
ます。

③臨床研修施設として単独型２名の受け入れを行い、医療福祉生協人と
しての教育活動に力を入れていきます。

④生協の歯科として地域での役割を果たし、組合員の健康を守り、生協
の基盤強化のために組織活動の充実に努めます。

⑤「口は命の入り口　健康の入り口」をスローガンにして、「暮らしの中
で医科歯科介護の連携」を強化し、おいしく長生きのまちづくりを目
指します。

【片品診療所】
①在宅医療をより拡大し、地域住民の健康問題に積極的に対応し、まち

づくりの一翼を担える診療所を目指します。
②摂食機能訓練や睡眠時無呼吸症候群のスリープスプリント作成、糖尿

病患者の口腔ケアなど、医科歯科の連携を強化します。
③病院や自治体との連携を強化しながら、利用者の様々な要求に応えら

れるサービスの実現を目指します。
④「高齢者にやさしい診療所」学習会の継続的な実践と、定期的な評価

を行いながら、より利用しやすい診療所を目指します。
⑤新病院建設に向けて法人内事業所と連携すると共に、組合員さんの暮

らしを支えながら、地域から信頼される事業所づくりをすすめます。
通院支援事業についても検討を始めます。

【生協みなかみ歯科】
①経営基盤を確立し組合員の財産を守り発展させます。
②安全・安心・納得の歯科医療を追求し、組合員が気軽に安心・納得し

てかかることができる歯科診療所運営を行います。
③専門家としてのスキルアップと同時に医療生協、民医連の研修会、学

習会に積極的に参加します。日本医療福祉生協連の通信教育に取り組
みます。

④社会保障制度の充実を図り組合員の人権を守る取り組みを継続します。
⑤組合員の健康を守り生協の基盤強化のために組織活動の充実をより

いっそう継続します。

【とね在宅総合センター】
①「住み慣れた地域で安心して暮らしていける」ことを目標に、「事業と

運動」の連携をすすめ、組合員・職員の声を集め、かたちにしていきます。
② 2014 年度診療報酬改訂、2015 年度介護報酬改訂に対応し、「地域ケ

ア会議」「総合事業」等自治体の動きをつかみ、在宅医療・介護の充実
を図ります。

③管理運営体制を整え、働きやすい職場環境を作りながら、地域内連携、
各事業所間連携を強め、利用者の拡大、事業の拡大、介護の質の向上
を図っていきます。

＊介護事業委員会活動
①高齢になっても、障害を

持っても、認知症になって
も「住み慣れた地域で安心
して暮らしていける」こと
を目的に、介護事業につい
て協議し具体化を図ってき
ました。

　（５月 介護職員初任者研修
14 人修了、10 月 短時間
通所リハビリ開設、
３月 介護学校開設、複合
型介護施設計画及び有償福祉運送事業の検討など）

②介護保険のしくみや介護施設等についての学習資料や紙芝居を作成し、
班会で活用し、意見収集に努めました。

③８月～ 10 月に「組合員生活実態アンケート」を実施し、266 人から回
答が寄せられ、実態や要求を把握しました。

④沼田市との懇談（６月）、自治体要請行動（８月）、各自治体の第５期
高齢者保健福祉計画の収集と学習を行いました。

⑤今後の介護事業の方向性や事業内容の検討のために、他生協での介護
事業の見学等を行いました。社会福祉法人設立に向けての検討も行い
ましたが、方向付けをするに至っていません。

新年度は
①組合員及び職員の声をかたちにしていくことを基本に、各地域にどん

な介護福祉・生活支援事業が必要なのかを明らかにしていきます。
②各自治体との懇談を行い、共同・協力できる分野を模索していきます。

2015 年からの第６期高齢者保健福祉計画に要望をあげていきます。
③ 2015 年度介護報酬改定の学習や、先進的な取り組みを学んでいきます。
④介護タクシー（７月）、介護職員初任者研修（５月）、介護学校（１月）

を計画通りにすすめるとともに、老健認知棟計画や付属棟改修計画を
具体化していきます。

⑤経営を安定させて、複合型介護施設 2015 年 10 月着工をめざします。

2013年度のまとめ

2014年度の方針

① 4 人の医師確保、2.5 億円増資をやりきり、新病院建設の基盤づく
りをすすめます。

②かかりやすさの追求と利用結集で、黒字を確保します。
③医療・介護・歯科事業の連携と地域の協同で、笑顔で長寿のまちづ

くりをすすめます。
④支部を単位に班を基礎に、地域に助け合いの“わ”を広げます。
⑤「理念・いのちの章典」及び「創立 60 年のあゆみ」を学び、「地域

包括ケア」時代の 「事業と運動」をすすめます。

2014年度 スローガン（案）2013年度のまとめと2014年度活動方針（案）
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４
月
の
新
加
入
者

新
し
い
仲
間

▼
４
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
73
人

で
し
た
。（
敬
称
略
）
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木
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部
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北
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子
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孝
一
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脳いきいき班会インストラクター養成講座

生協強化月間特設窓口

第２回　千人会議

2013年度のまとめ

2014年度の方針

2014年度の方針

お口の健康週間

ユニセフ募金（使用済み切手の回収）

介護学校

関信越ブロック組合員活動交流集会



日時：7 月 12 日 ( 土 )
　　　13：30～16：30
場所：研修棟講堂
内容：①減塩について
　　( みそ汁塩分測定 )
　②健康チェック ( 血圧
　　測定・足指力・尿 )
　③歯磨き実習
定員：30 人
参加費：500 円
持ち物：ご家庭で作られ
　た味噌汁 (100g)
締切：7月4日(金)
申込：☎ 22-2300
　組織部 金井・原澤
※以前に受講された方も
　参加できます。

第3回健康チェック
サポーター養成講座の

ご案内

Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
あ
る
人
の

口
の
中

Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
問
題
点

Ｔ
Ｃ
Ｈ
っ
て
な
に
？

　

上
下
の
歯
は
会
話
や
食
事
を
す

る
際
の
接
触
す
る
時
間
を
含
め
て

も
一
日
20
分
程
度
が
正
常
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
下
の
歯
の
接
触
と
聞
く
と
一

般
的
に
は
「
か
み
し
め
」
や
「
食

い
し
ば
り
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
グ
ッ
と
強
い
力
で
な
く
上
下
の

歯
が
接
触
す
る
程
度
の
力
で
も
口

を
閉
じ
る
筋
肉
は
働
い
て
し
ま
う

の
で
す
。
微
弱
な
力
で
も
接
触
時

間
が
長
時
間
に
な
れ
ば
筋
肉
は
疲

労
し
て
く
る
た
め
、
顎
関
節
は
押

さ
え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

感
覚
が
敏
感
に
な
っ
て
痛
み
を
感

じ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
あ
る
と

顎
関
節
へ
の
負
担
が
増
え
る
だ
け

で
な
く
、
歯
や
歯
周
組
織
の
病
気

（
知
覚
過
敏
、
破
折
、
修
復
物
の

破
損
な
ど
）
の
悪
化
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

か
な
ら
ず
こ
の
よ
う
な
不
快
症
状

が
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
加
齢
と
と
も
に
自
覚
症
状
が

出
て
く
る
の
で
、
若
い
う
ち
か
ら

Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
あ
る
か
ど
う
か
気
づ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
実
際
、
利
根

歯
科
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
の
中

に
も
、
Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

①
姿
勢
を
正
し
く
し
て
正
面
を
向

　

き
、
目
を
と
じ
る

②
唇
を
軽
く
閉
じ
る

③
上
下
の
歯
が
接
触
し
な
い
よ
う

　

に
軽
く
離
す

　

こ
れ
に
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う

で
あ
れ
ば
Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

常
に
頬
に
歯
が
押
し
付
け
ら
れ

て
い
る
の
で
頬
の
粘
膜
に
圧
痕
が

で
き
（
図
１
）、
舌
が
緊
張
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
舌
に
も
圧

痕
が
で
き
ま
す
（
図
２
）。
た
だ

し
痕
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
か
な

ら
ず
Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
よ
う
で
す
。（
図
1
・
2
と
も

｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
健
康｣

３
月

　

Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
改
善
方
法
を
実
行
す

れ
ば
、
ア
ゴ
の
関
節
と
お
口
の
ま

わ
り
の
筋
肉
は
非
常
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
、
緊
張
や
こ
わ
ば
り
か
ら
解

放
さ
れ
ま
す
。
以
前
ご
紹
介
し

た
、
あ
い
う
べ
体
操
を
一
緒
に

す
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
（
図

4
）。
合
わ
せ
て
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
で
の
定
期
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
こ
と
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｈ
は
無

意
識
な
習
慣
な

の
で
や
め
よ
う

と
し
て
も
す
ぐ

に
や
め
ら
れ
る

も
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
日
常

の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る
た
め

に
Ｔ
Ｃ
Ｈ
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず

は
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
解

消
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大
事

で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
対
策
方
法
と
し
て

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
の
隅
に

目
印
と
な
る
と
こ
ろ
に
「
歯
を
離

す
」
と
書
い
た
ふ
せ
ん
な
ど
を
貼

っ
て
お
き
、
そ
れ
を
見
た
ら
上
下

の
歯
を
離
す
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
く
と
、
徐
々
に
歯
が
接

触
し
て
い
る
時
間
が
短
く
な
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
唇
を
閉
じ

て
、
上
下
の
歯
を
離
し
、
頬
の
筋

肉
の
力
を
抜
く
」
こ
と
を
意
識

し
、
１
日
に
何
度
も
練
習
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。「
歯
が
接
触
し
て

い
る
と
逆
の
癖
」
に
な
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

12
日
放
送
分
よ

り
）

　

図
3
は
利
根

歯
科
診
療
所
の

患
者
さ
ん
の
写

真
で
す
が
、
歯

が
す
り
減
っ
て

い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。

　 利 根 の 保 健 （４）第537号2014年６月１日（毎月1回1日発行）

対　

策

お
口
ま
わ
り
を

Ｔ
Ｃ
Ｈ

「
安
静
な
状
態
」へ

チ
ェ
ッ
ク
方
法

（図1） TCH で出来た圧痕
【頬の内側】

（図2）舌にも圧痕が！
【舌】

（図3）すり減ってしまった歯

Ｔ
Ｃ
Ｈ
っ
て
な
に
？

～
若
い
う
ち
か
ら
癖
を
直
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
～

　

６
月
は
歯
の
衛
生
週
間
が
あ
り
ま
す
。
お
口
の
中
の
病
気
と
い

え
ば
、
む
し
歯
と
歯
周
病
の
二
つ
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
Ｔ
Ｃ
Ｈ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｃ
Ｈ
と
は
、"Tooth　

C
ontacting　

H
abit"

（
歯
列
接
触

癖
）
の
略
で
、
上
下
の
歯
を
“
持
続
的
に
” 
接
触
さ
せ
る
癖
の
こ

と
で
す
。
何
も
し
て
い
な
い
と
き
人
間
の
上
下
の
歯
は
接
触
し
て

い
ま
せ
ん
。
く
ち
び
る
を
上
下
閉
じ
て
い
て
も
上
下
の
歯
は
触
れ

て
い
な
い
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
考
え
事
を
し
て
い
る
と
き
な
ど
に
上
下
の
歯
を
触

ら
せ
た
ま
ま
に
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

利根歯科診療所
歯科衛生士

井 上 未 来

　

メ
ー
ル
投
稿

＊
俳
句
（
当
季
雑
詠
）・
短
歌
・
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
月
15
日
締
切
。

　
　
　
　
　

利
根
保
健
生
協
「
な
か
ま
の
作
品
係
」

e-m
ail:sukusuku-tone@

tonehoken.or.jp

郵
送
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お
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よ
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市
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朝
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父
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び
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夜
明
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知
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消
費
税
コ
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ク
リ
ー
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と
武
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に
な
り

沼
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利
根
川
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歩

沼
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市
久
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原
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三　
　
　

歩

1990年 村当局からの要請にて片品診療所開設　　　2000年 介護老人保健施設とね竣工（30床）⇒2003年50床へ

①「あー」と口を
　大きく開く

②「いー」と口を
　大きく横に開く

③「うー」と口を
　強く前に突き
　出す

④「べー」と舌を
　突き出して下
　に伸ばす

あいうべ体操 （図4）お口のリラックスには
　　　 あいうべ体操が効果的！

①〜④を１セットとし、１日３０セットを目安に続けてみて下さい。
声は出しても出さなくても良いです。なるべく大きく口を動かしましょう！

（大きく開けると顎が痛い人は、「いー」「うー」体操のみでも効果はあります。）

毎日

やろう！

庭
先
に
つ
つ
じ
の
紅
く
咲
き
匂
ふ
若
き
逝
き
た
る
夫
の
命
日

四
百
年
と
き
を
重
ね
し
公
園
に
色
と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
花

咲
く

幾
年
も
カ
ー
ネ
シ
ョ
ン
の
届
き
を
り
母
は
祖
母
か
ら
曾
祖
母

に
な
り

道
す
が
ら
桑
の
芽
吹
き
の
目
に
と
ま
る
忙
し
き
春
蚕
の
桑
刈

り
偲
ぶ

浅
学
の
我
を
恥
る
や
老
鶯
は
季
節
遅
れ
て
鳴
く
を
定
む
と

そ
よ
風
に
微
笑
て
見
ゆ
辻
地
蔵
前
垂
れ
帽
る
も
新
し
き
赤

裏
山
に
山
鳩
な
き
て
雉
子
鳴
け
ば
畑
耕
さ
ん
と
て
地
下
足
袋

を
履
く

芋
む
き
に
こ
の
冬
か
ら
は
行
け
ぬ
と
言
っ
た
矢
先
に
母
の
友

逝
く

峡
の
町
の
芽
吹
き
の
山
は
萌
黄
色
の
四
季
の
う
つ
ろ
ひ
休
む

こ
と
な
し

早
苗
田
を
吹
く
風
に
の
り
響
き
く
る
呼
び
交
は
す
ご
と
蛙
の

声
は

郭
公
の
鳴
く
声
に
目
ざ
め
新
緑
の
大
道
峠
を
友
と
歩
き
ぬ

沼
田
市
上
原
町 

吉　

野　

秋　

子

沼
田
市
高
橋
場
町 

笛　

木　

睦　

子

沼
田
市
上
沼
須
町 

大　

竹　

春　

江

沼
田
市
岡
谷
町 

大　

嶋　

愛　

子

沼
田
市
上
発
知
町 

田　

村　

稲　

雀

沼
田
市
白
沢
町 

飯　

田　

清　

子

川
場
村
生
品 

小　

林　

文　

吉

川
場
村
谷
地 

井　

上　

許　

子

み
な
か
み
町
湯
原 

渡　

丸　

共　

代

み
な
か
み
町
須
川 

細　

川　

の
ぶ
子

昭
和
村
森
下 

倉　

沢　

さ
な
へ

◆利根歯科診療所 こども歯の保健教室◆
日時：7月5日（土）13時20分～　場所：利
根歯科診療所　参加費：500円　持ってくる
もの：歯ブラシ　問合せ先：☎24-9418
※歯みがきをしますので、汚れてもよい
　服装でご来場ください。
◆みなかみ歯科診療所学童歯の保健教室◆
日時：8月11日（月）14時～15時30分　
参加費：500円　問合せ先：☎25-3399
※お土産があります。

◆創立60周年記念事業 昔の遊び教室◆
内容：折り紙、ブンブンゴマ作り、切り紙、
ベーゴマ、お手玉、紙芝居他、糸賀院長に
よる聴診器やポータブルエコー体験
日時：7月13日（日）10時～12時
場所：利根中央病院講堂　締切：7月7日
問合せ先：☎22-2300（組織部）

◆はばたけ地域連絡会第10回総会のお知らせ◆
　※精神障害者と家族、医療関係者、
　　ボランティアで活動中の団体です。
日時：7月20日（日）13時～16時
場所：沼田市保健福祉センター4階多目的
ホール　内容：有志による記念コンサート

（13時30分～）、定期総会（14時45分～）
参加費無料　　問合せ先：☎24-4103
利根中央病院ふれあいの輪　担当　湯浅　

（月・火・木～土　9時～15時）


